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データを活用した農業を行っている農業経営体数について

１ データを活用した農業を行っている
（２～４の合計）

２ データを取得して活用 ３ データを取得・記録して活用 ４ データを取得・分析して活用

資料：2020年農林業センサス（概数値）

注１： 「データを取得して活用」 とは、気象、市況、土壌状態、地図、栽培技術などの経
営外部データを農業経営に活用することをいう。

注２： 「データを取得・記録して活用」とは、経営外部データに加え、財務、生産履歴、土
壌診断情報などの経営内部データをスマートフォン、ＰＣなどの機器に記録して農
業経営に活用することをいう。

注３： 「データを取得・分析して活用」とは、上記のデータに加え、センサー、ドローン、カ
メラなどを用いて、ほ場環境情報や作物の生育状況といったデータを取得し、分析
して農業経営に活用することをいう。

○ 「データを活用した農業を行っている農業経営体数」（2020年農林業セン

サス）について、都道府県別データを地図上に可視化したもの。
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